令和６年度第２回厚木市セーフコミュニティ推進協議会　議事概要
１　開催日時　　令和７年２月４日（火）午後１時30から２時30分まで
２　開催場所　　厚木市役所　第二庁舎　16階会議室
３　出席者　　　厚木市セーフコミュニティ推進協議会委員　37人

４　案件
(1) セーフコミュニティ厚木モデル実現に向けた計画及び評価機関について
(2) 厚木市セーフコミュニティ対策委員会の組織改正について
５　配布資料
(1) 令和６年度第２回厚木市セーフコミュニティ推進協議会会議次第
(2) 厚木市セーフコミュニティ推進協議会設置規程
(3) 令和６年度厚木市セーフコミュニティ推進協議会名簿
(4) 外部評価機関について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料１
(5) ＳＣ厚木モデル実現に向けた計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料２

(6) 厚木市セーフコミュニティ今後の推進体制　　　　　　　　　　　　　　　別紙
(7) 厚木市セーフコミュニティ対策委員会組織改正に伴うアンケート結果及び新組織体制について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料３
６　会議概要

(1) あいさつ　　山口 貴裕 会長
厚木市制施行70周年を迎え、２月１日に式典を開催し、金澤翔子氏に「飛翔」の２文字の揮毫をいただいた。キャッチフレーズは「未来へ一歩 つながる あつぎ70年」。先人に感謝しつつ、新たな70年へ歩み始めた。１年間、記念事業等を通じ、市民の皆様が厚木に誇りを持ち、全国・世界から憧憬される厚木を築きたいと考えている。

令和６年度第２回厚木市セーフコミュニティ推進協議会の開催に際し、皆様の御臨席を賜り、厚く御礼申し上げる。日頃より、地域の安心安全、そして市民の皆様方の安心安全と笑顔を守っていただいていることに改めて感謝申し上げる。青パトや愛の目運動など、地域住民の方々の活動に敬意を表する。

これらの取組により、市民実感度調査では３人に１人が健康で安心して安全に暮らせるまちづくりを実感している。日々の活動が市民の皆様に浸透していることを確信し、今後も更なる向上を目指し、協力を仰ぐ。

今後のセーフコミュニティ（以下、ＳＣ）については、前回の会議において、国際認証を継続せず、厚木市独自の「ＳＣ厚木モデル」を推進することを決定した。これは、本市の地域特性や実情に合わせた、より効果的な安心安全なまちづくりを目指すためである。本日は、その要となる外部評価機関と、国際認証期間満了となる令和8年度までのスケジュールを報告する。

また、時代の移り変わりに伴い、対策委員会の組織についても課題が生じている。本協議会の下部組織である分科会において、組織改正について検討した結果も本日報告される。これらの報告を通し、今後のＳＣ活動の推進を皆様と共有し、より一層安心安全なまちづくりを共に目指したい。
(2) 案件　　議長：山口 貴裕 会長
ア　セーフコミュニティ厚木モデル実現に向けた計画及び評価機関について
資料１、２、別紙
【事務局説明概要】
ＳＣの新体制「ＳＣ厚木モデル」への移行について説明を行った。従来の国際認証に代わる外部評価機関として、Safe Kids Japanを母体とする「地域安全共創委員会」を設置することとなった。評価基準は「データの利活用性」「取組の有用性・新規性」「傷害の網羅性」「多職種連携」「技術利活用」「知識化・共有化」の６項目とし、５年間で中間評価と最終評価を実施する体制である。
また、表彰制度の導入や伴走支援機能、知識共有コミュニティ機能を新たに設け、経費は従来の約３割程度に抑制される見込みである。
令和８年11月の国際認証期間満了までに、新体制への移行と基本計画の策定を進めることを説明した。

【委員意見及び質問等】
委員
　私は、厚木市のＳＣ推進条例制定に携わり、厚木市の安心安全なまちづくりへの取組に感銘を受けた。市制70周年を迎え、新たなＳＣ厚木モデルが厚木市の未来への象徴となることを期待する。

ＳＣの目的は、安全の質の向上であり、そのための仕組みである。ＳＣ厚木モデルの外部評価機関を務める地域安全共創委員会の母体となるNPO法人Safe Kids Japanは、アメリカで設立された国際的な組織であり、こどもの事故予防に取り組んでいる。

Safe Kids Japanは、世界中に支部を持ちＷＨＯとも連携する権威ある組織であるSafe Kids World Wideの日本支部であり、理事長は地域安全共創委員会の委員でもある。外部評価を通じて、客観的かつエビデンスに基づいた活動が期待され、将来的には全国展開されることが見込まれる。

ＳＣは科学と絆の両輪によって、安全の質が向上するという枠組みであり、市民の意識と行動を安心安全に向けて変えていくことが目的となる。そのため、行動形態学や社会心理学などの専門家が、地域安全共創委員会の委員に加わることで、より効果的な取組が期待される。
会長
　委員から新たな70年に向けた期待感が寄せられた。また、ＳＣ厚木モデルの形成に向けた指摘事項に関して、事務局からの回答は。
事務局　 地域安全共創委員会の委員に関して、資料に記載のあるメンバー以外に、厚木市に由来のある大学教授や防災関連の専門家等の加入を検討している。行動形態学や社会心理学に合致するかは不明だが、厚木市のＳＣの取組評価にふさわしい人材を加え、ブラッシュアップしていく予定である。
会長
　ＳＣ厚木モデル実現に向けた計画及び評価機関について、他に意見はあるか。特になければ、事務局案のとおり決定してよいか。
委員一同
拍手多数
会長
　それでは、事務局案のとおり決定する。

イ　厚木市セーフコミュニティ対策委員会の組織改正について　　　　　　　資料３
【分科会会長報告】分科会会長：遠藤 明司 副会長

厚木市ＳＣ対策委員会は、次の４つの対策委員会に組織改正することが分科会の意見としてまとまった。４つの対策委員会とは、交通安全・けが予防・防災・体感治安の４分野である。
【事務局説明概要】
アンケート調査の結果及び分科会での検討を踏まえ、厚木市ＳＣ対策委員会の組織改正案が分科会案としてまとめられた。分科会案では、現在の７つの対策委員会を交通安全、防災、けが予防、体感治安の４分野に再編することとし、従来の職場（労働）の安全対策委員会と自殺予防対策委員会は整理することでまとまった。
また、分科会の合意により、各対策委員会の代表者と外傷サーベイランス委員会による合議体を新設し、データ分析や課題設定などを一元的に行う体制を構築することで、より効果的な活動の実現を目指すものである。
この新体制により、市民の安心安全な暮らしの実現に向けて、対策委員会がより主体的に活動できる環境が整備されることが期待される。企業との連携については、従業員への啓発活動を中心に継続していく方針が示された。
【委員意見及び質問等】
委員
　今回の会議で特に感銘を受けるのは、資料３のアンケート調査である。ＳＣの基本的な考え方として、現在地をしっかり見極めることが重要であり、皆様方で情報共有した上で、新しい取組を心ひとつにして取り組んで行く。それが次のステップにつながる。今回のアンケート調査は、安心安全を推進する母体、ガバナンスについての仕組みが重要であるという国際認証の６指標の指標１に合致している。厚木市の担当課の尽力に敬服する。
会長
　対策委員会の組織改正について、分科会の検討結果に基づき、４つの対策委員会と対策委員会合議体の設置を決定してよいか。
委員一同　拍手多数
会長
　それでは、分科会案のとおり決定する。
(3) 閉会　　遠藤 明司 副会長
ＳＣ厚木モデル実現に向け、４つの柱が決定した。こどもから大人まで健康で安心安全なまちの実現を目指し、今後も協力をお願いする。以上をもって本日の会議を閉会とする。
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